
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０１

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

適切な生態的国土管理のための生態的国土管理基礎コストの算出

Caluculation of landscape management labor accounts for the appropriate 
landscape management

３０１８７４６３研究者番号：

清水　裕之（Shimizu, Hiroyuki）

名古屋大学・環境学研究科・教授

研究期間：

２６２８９２１２

平成 年 月 日現在２９   ６   ９

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：人口減少と少子高齢化は景域管理に必要な作業量を減少させ、持続可能な景域管理に
影響を与えることが懸念される。本研究では、都市部の緑から、都市周辺部、農村地域、中山間（里山）地域、
沿岸域まで含め、我が国の国土全体の景域管理に必要な労働量を量的、質的に把握し、それらの結果を根拠に将
来に向けて適切な景域管理の在り方を考察するものである。その成果はspringer社から"Labor Forces and 
Landscape Management－Japanese Case Studies"として出版された。

研究成果の概要（英文）：Decreasing birthrate and aging population will reduce the labor forces 
requied for the appropriate landscape management. In this research, we quantitatively and 
qualitatively grasped the amount of labor forces necessary for the　landscape management of the 
whole country land, including urban areas, urban peripheries, rural areas, Satoyama areas and 
coastal areas, based on the results of the on site researches and statistical reseraches. The 
appropriate perspecitives for the sustainable landscape management for the future was also 
considered. The result was published by springer as "Labor Forces and Landscape Management - 
Japanese Case Studies" in November 2016.

研究分野：都市計画
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
歯止めの効かない市街地のスプロール、竹

林増殖、耕作放棄地増加、管理不足森林増加
など、国土には持続的利用可能性が劣化する
数々の現象が生じている。それらは、個別の
現象として現れるが、人口変動や都市部への
富の集中などを背景に、連動して起こってお
り、その調整は都市、農村、森林などの個別
計画が連動して行う必要がある。 
本研究は、これまで不足していた地域レベ

ルにおける森林、農地、都市的空間の生態的
環境を景域マップとして統合し、さらに、「生
態的に国土を保全するためのコスト」（生態
的国土管理基礎コスト）という概念を提案(図
1,)し、国土における様々な空間スケールでの
生態的環境劣化の諸現象とそれを保全する
ために必要な社会的、経済的な枠組みをセッ
トで考察、体系化し、その持続的利用可能性
を評価する経済的、社会的根拠を検討するも
のである。 

図 1生態的国土管理基礎コスト概念の展開 
 
２．研究の目的 
本論文で提案する「生態的国土管理基礎コ

スト（景域管理作業量）」は、国土（都市部
の庭、外部空間、公園・緑地、農地、森林な
ど）を対象に、それらが生態的に健全に保全
されてゆくために、基本的にどの程度のマン
パワー(コスト)が年間に必要であるかを算出
するものである。また、環境を消費する都市
部から環境を保全する田園部への適切な経
済的支援の根拠を示し、政策提言につなげる
ことも狙っている。即ち、自然立地的土地利
用計画の流れに基づいて、様々なスケールの
空間における、生態的価値を図式化すると同
時に、対象の国土における生態的国土管理基
礎コストの概念を行うことで、その生態的価
値を持続的に維持するための経済基盤の考
察を行うものである。 
３．研究の方法 
(1) 統合的景域マップの整備：三重県櫛田川
流域と志摩地域・名古屋市の３地域を対象と
する。河川・用水ネットワーク、森林類型、
農地類型、生態的都市環境類型などを考察・
統合し、生態系保全のための統合的景域マッ
プを整備する。また、志摩地域においては、
陸域のみならず、沿岸の海洋における藻場な
ど海面下の情報も盛り込み、生態的環境把握
を豊かにする。 
(2) 生態的景域管理作業量の算出：上記景域

マップに基づき、それぞれの類型ごとに、そ
の類型を維持するために必要な生態的国土
管理作業量を計算する。 
(3) 持続可能な対策方法の検討：上記生態的
国土管理作業量を精査し、また、地域住民、
農業組合、森林組合、漁業組合などから聞き
取り調査を行うことにより、それらが経済的、
環境的に持続可能とするためにどのような
処方が必要なのかを考察する。 
(4) 国際連携：積極的に国際会議などに参加
し、また、ドイツ、ドレスデンのライプニッ
ツ生態都市･地域開発研究所などの研究者と
の連携を生かし、研究期間中に本研究の国際
的な展開可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
本研究の三年間の成果は、Springer社より、

「Labor Forces and Landscape Management- 
Japanese Case Studies」において出版され
た。概要は、以下の四部から構成されている。 
 (1) 人口・土地利用変化の地理統計解析：  

第一章ではまず、本研究の背景や概念、将
来展望が述べられた。近年、景域の持続可能
性のためには、景域管理が重要であると認識
され始めている。これは、特に日本では、少
子高齢化や人口減少に直面し、景域の持続的
管理が困難になりつつある。 「景域管理作
業量」は、あらゆる景域類型に対し、共通の
枠組みにおいて、維持管理にかかる労力（作
業量）や、その面積当たりの労力（作業密度）
を測り、評価する新たな概念として提案され
た。次に、国土全域における、主要な景域の
タイプが、統計解析により、7 つの景域類型
に分けられた(図 2)。さらに、これらの景域
類型は日本の地形条件と強い相関を持つこ
とが分かり、1970 年代から 2010 年代に至る
までの土地利用や人口の変化と比較された。
最後に、2010 年人口と、将来 2050 年人口と
を比較することにより、どの景域でどの程度
の管理現象が予想されるかがまとめられた。 

図 2 国土の景域 7類型 



 (2) 都市・都市近郊・農村・中山間部・沿岸
部地域における景域管理上の課題の整理：  
第二章では、都市、都市近郊、農村、中山

間部、沿岸部において、景域管理に関する近
年の政策・研究・そして課題がどのように変
遷してきたかをまとめた。 
都市部では、舗装された駐車像の増加や管

理放棄された住宅地が、都市の生態的環境を
劣化させており、また不十分な維持管理によ
って都市公園や街路樹の質が脅かされてい
る。都市近郊部では、農地への無計画な都市
のスプロール化が、景観の混在を引き起こし、
その結果土地の劣化を生じさせている。同様
に、管理放棄された二次林によって、美的景
観価値の喪失や、動植物へのダメージ等、生
態系ディスサービスが引き起こされている。
農村部では、国家政府による土地改良事業に
よって、生産性・効率性が向上した一方で、
動植物の居住域に害を及ぼし、生物多様性の
現象につながっている(図３)。加えて、多く
の農家は高齢化し、耕作を辞めることが予想
されており、農地の急速な放棄が 生じるこ
とが予想されている。開放水面では、高堤防
と直線化された河川等の発達した人工物に
よって、災害危険性が低減される一方、生物
の生息地の消失や生物多様性の減少がもた
らされている。沿岸部では、堤防の多くの部
分はコンクリートによって舗装されており、
干潟は人工的な土地へと改変され、自然的な
景観は多くが失われ、藻場等の海の自然的な
環境は急速に劣化している。上記の劣化した
状況から回復するためには、十分な管理労力
が必要とされる。 

図３ 濃尾平野における昭和 24 年の「土地改
良事業」前後における農地景観の変化 
 
 (3) 対象事例の景域管理作業量の算出とそ
れを用いた将来シナリオの検討：  
第三章では、日本の中央部に位置する中部

大都市圏におけるいくつかの対象事例地域
において、景域管理作業量が算出された。景
域要素、景域ユニット、近隣景域複合体が景
域管理作業量・管理作業密度を算出するため
の基礎的スケールとして設定された(図 4)。

図 4 景域要素・景域ユニット・近隣景域複合
体 

都市部は名古屋市を対象とし、都市公園・
街路樹・個人の庭・家庭菜園等の景域管理作
業量・作業密度が算出された。都市森林型の
近隣景域複合体は、二次林の荒廃が進み、倒
木や景観の悪化等の住環境への被害が注目
されている名古屋市藤巻町を対象とし、地域
住民や行政による持続的な管理に向けて、現
状投下されている管理作業量と、将来の人口
減少下において可能な管理作業量が算出さ
れた。水田型の近隣景域複合体は、三重県松
阪市朝見地区を対象都市、圃場整備の状況別
の生物多様性と、景域管理作業量とが比較さ
れ、将来農家人口が減る中での可能な将来シ
ナリオが提示された。里山型水田タイプの近
隣景域複合体は、三重県多気町丹生地区を対
象に、水田・水路畑地・人工林・宅地の緑や
家庭菜園等、里山を構成するあらゆる景域に
対しする管理作業量を算出し、将来優先的に
維持管理する景域の将来像が描かれた。里山
型その他の農地タイプは、三重県松阪市粥見
地区を対象に、茶畑や人工林等の景域管理作
業量・作業密度が算出された。沿岸型近隣景
域複合体は、三重県志摩市先志摩半島を対象
に、海女や漁師、行政による、藻場や干潟等
の景域管理作業量の把握や、将来の持続可能
な管理に関する提案等が示された。 
最後に、広域スケールへの接続として、中

部 8 県を対象に、景域管理作業量が広域レベ
ルにおいて統合的に可視化された(図 5)。さ
らに、2050 年の将来人口予測を基に、各地
域が、一人当たり 2010 年と同じだけの管理
作業量を負担したと仮定した場合、どの地域
でどの程度景域管理が不足してくるのかが
可視化された。 

図 5 中部 8県における景域管理作業量の可視
化 
 
(4) 各地域の政策展開への示唆：  

第四章では、それぞれの景域類型に関して、
計画的観点からの将来展望がまとめられた。
景域管理作業量・作業密度の概念を用いて、
各景域類型の管理に関する課題がより明確
になり、持続可能な管理の観点からの適切な
考察ができた。結果、景域管理作業量は、こ
うした計画を展開する上での、基盤となる考
え方であることが明らかとなった。さらに、



管理作業量と生態系サービスとの関係につ
いて、持続可能な景域管理に関する展望が示
された(図 6)。 

図 6 生態系サービスと景域管理作業量 
 
また、以上の成果は、17 本の雑誌論文と、

23 本の学会発表としてまとめられた。 
さらに、緊密な国際連携を行ってきた、ド

イツ・ライプニッツ生態都市・地域開発
(IOER)研究所とは、名古屋大学大学院環境学
研究科との共催において、二国間セミナーを
開催し、研究成果の発表・交流を行い、複数
の研究者と今後の共同研究への発展が期待
されている。さらに、トリノ工科大学やポー
トランド州立大学の関連研究者とも研究交
流を行い、好意的な評価を得ており、共同研
究に発展している。 
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